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「中小企業による地域産業資源を活用した事業活動の促進に関する法律（中小企業地

域資源活用促進法）」の規定に基づいて、中小企業者から申請のあった「地域産業資源

活用事業計画」について、経済産業省関東経済産業局では２月３日（金）に、第16号の

認定を行い、本県から３件の事業計画が認定（現在認定の累計14件）となりました。 

 

 

 

１ 認定事業 

   地域産業資源活用事業計画 

（「中小企業による地域産業資源を活用した事業活動の促進に関する法律」第６条の規定による認定） 

 

会社名 事業名 活用資源 

有限会社関島水引店 

伝統産業である飯田水引を活用したバ

ッグ等の開発・製造・販売事業 

飯田水引 

マルオカ工業株式会社 

木曽の木材・木工芸を活用した「新和

風額縁」事業化プロジェクト 

木曽材木工芸品 

有限会社丸嘉小坂漆器店 

木曽漆器４００年の歴史と伝統技術

を生かした、ガラスへの漆塗りによる

洋風漆器の開発事業 

木曽漆器 

 

 

２ 認定事業への支援措置 

認定を受けた事業計画については、国から、補助金、設備投資減税、中小企業信用保険

法の特例、政府系金融機関による融資制度や専門家によるアドバイス等の総合的な支援を

受けられることとなります。 

  

 

３ その他 

（１） 今回、関東経済産業局は、地域産業資源活用事業計画を１６件認定しました。 

 

（２） 事業計画の詳細は、以下のホームページ（関東経済産業局発表資料）でご覧いた

だけます。 

 

 

http://www.kanto.meti.go.jp/seisaku/chikishigen/index.html 

 

 

 

 

 

「地域産業資源活用事業計画」の第16号認定として、本県から３件の

事業計画が認定となりました。 

商工労働部産業政策課企画経理係 

（課長）石原秀樹 （担当）宮澤 勉  木村勇貴 

電話：026-235-7192（直通）FAX：026-235-7496 

：026-232-0111（内線 2919） 

E-mail: sansei@pref.nagano.lg.jp 



事業名：伝統産業である飯田水引を活用したバッグ等の開発・製造・販売事業事業名：伝統産業である飯田水引を活用したバッグ等の開発・製造・販売事業事業名：伝統産業である飯田水引を活用したバッグ等の開発・製造・販売事業事業名：伝統産業である飯田水引を活用したバッグ等の開発・製造・販売事業

事業概要（新たな活用の視点）事業概要（新たな活用の視点）事業概要（新たな活用の視点）事業概要（新たな活用の視点）

当地域は明治の断髪令を機に現在の水引産業が確立され、結納時

の水引細工や熨斗袋等の販売・普及、組合活動等により地域伝統産

業となった。近年では、結納の減少等の慣習の変化や安価な海外製

品の流通等により年々出荷額が減少し、地域伝統産業として衰退の

危機にある。

このような中で、地元出身のメイクアップアーティストからのニーズに

より水引の美しさを活かしたバッグの製造について着手することになり、

本事業により諸課題を解決をしながら水引自体の色合いや手触り感、

３類型３類型３類型３類型 鉱工業品 通巻番号通巻番号通巻番号通巻番号 ３－２３－１７６

地域資源名地域資源名地域資源名地域資源名 飯田水引 認定日認定日認定日認定日 平成２４年２月３日

地地地地 域域域域 長野県飯田市 所管省庁所管省庁所管省庁所管省庁 経済産業省

所在地：長野県飯田市鼎上山２７４０番地会社名：有限会社関島水引店

連絡先：ＴＥＬ：０２６５－２２－６６２２

ＦＡＸ：０２６５－５２－２２１５

ハンドメイド等の特長を残し、新たな商品開発（バッグ）や既存商品の

性能向上による新たな販路を開拓していく。

売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）

◆競争力

水引業界において水引バッグが商品として流通しておらず、本来の

水引の良さ（美しさ、色合い、手触り感など）を活かすことで、他の紙素

材のバッグ等の類似品と違いを出すことができ、本商品開発は水引

の新たな市場を開拓することができる。さらにバッグ開発による課題

（耐水性、耐久性など）解決により、既存水引の商品（祝儀用品や装

飾品）に加え、コースター、箸置等という違う市場も開けてくる。

◆市場性

本事業がターゲットとする芸能関係者や富裕層はファッションや美に

ついて投資を惜しまず、水引商品に対しての反応が良いことから、手

作業による高付加価値商品である水引バッグについても販売が可能

である。

◆販路

はじめは、本事業のきっかけとなったメイクアップアーティストを通じ

た芸能関係者への販売を通じて販路を開拓していく。その後、展示会

等へ積極的に出展し国内外の一般富裕層へ向けて販売を行う。

地域資源における関係事業者との連携地域資源における関係事業者との連携地域資源における関係事業者との連携地域資源における関係事業者との連携

長野県工業技術総合センター等の協力を得て諸課題の解決を図り、開発を行う。また、本事業の

実施において、水引産地としての知名度を全国に再認識させ、伝統技術の伝承、同業者の新たな

チャレンジ意欲の喚起等を図り、地域の伝統産業の維持・発展に寄与できる。

【水引１００％バッグ試作品】

【水引と紙バンドの

コラボバッグ試作品】



事業名：事業名：事業名：事業名：木曽の木材・木工芸を活用した「新和風額縁」事業化プロジェクト木曽の木材・木工芸を活用した「新和風額縁」事業化プロジェクト木曽の木材・木工芸を活用した「新和風額縁」事業化プロジェクト木曽の木材・木工芸を活用した「新和風額縁」事業化プロジェクト

事業概要（新たな活用の視点）事業概要（新たな活用の視点）事業概要（新たな活用の視点）事業概要（新たな活用の視点）

木曽は古くから建築材の木材産地として多くの木材を産出して

きた。また、現在では木曽五木としてブランド化され、広く親しま

れている。しかし、近年、低価格の輸入材の台頭による国内材

需要の低迷により、出荷量が減少し危機的状況である。

本事業では、木曽木材を使った木曽材木工芸品、木曽漆器等

と新技術である３Ｄモデリングシステムを融合し、新デザイン・高

品質で価格競争力のある額縁「新和風額縁」を開発する。

３類型３類型３類型３類型 鉱工業品 通巻番号通巻番号通巻番号通巻番号 ３－２３－１７７

地域資源名地域資源名地域資源名地域資源名 木曽材木工芸品 認定日認定日認定日認定日 平成２４年２月３日

地地地地 域域域域 長野県木曽郡木祖村 所管省庁所管省庁所管省庁所管省庁 農林水産省、経済産業省

所在地：長野県木曽郡木祖村薮原２３２－７

Ｈ Ｐ：http://www.maruoka.co.jp/

会社名：マルオカ工業株式会社

連絡先：ＴＥＬ：０２６４－３６－２１３７

ＦＡＸ：０２６４－３６－２０２５

売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）

◆競争力

新商品の「和風感覚の額縁」は、木曽天然木材をベースに木

曽漆等も含めた和風デザインを取り入れた「まさにワビサビのき

いた本物の額縁」とし、これに当社の木工技術、開発する３Ｄモ

デリング技術を活用することで、短納期・高品質・低コストを狙う。

◆市場性

絵画用額縁は欧州などから輸入された洋風スタイルが主で、

日本独自のワビ・サビの感じられる落ち着いたものがなかった。

しかし、価値観の多様化やオリジナリティーの追求に伴い、これ

ら和風感覚の額縁もが必要とされている。絵画等への愛好家の

増大で確実な市場確保が狙える。

◆販路

主要顧客として想定している絵画のプロ・専門家を主顧客とし

て狙う。また、本物志向のアート・絵画に興味があるシルバー世

代もターゲットとする。

地域資源における関係事業者との連携地域資源における関係事業者との連携地域資源における関係事業者との連携地域資源における関係事業者との連携

・デザイン支援：木曽青峰高校インテリア科

・木材供給：木曽森林組合、薮原製作所

・技能支援：日本伝統工芸士小坂進、木曽漆器工業協同組合

・技術支援（３D技術）：周辺地域の企業

黒漆塗りの和風額縁

沈金を施した和風額縁

木曽材タモを使った和風額縁



事業名：事業名：事業名：事業名：木曽漆器４００年の歴史と伝統技術を生かした、ガラスへの漆塗りによる木曽漆器４００年の歴史と伝統技術を生かした、ガラスへの漆塗りによる木曽漆器４００年の歴史と伝統技術を生かした、ガラスへの漆塗りによる木曽漆器４００年の歴史と伝統技術を生かした、ガラスへの漆塗りによる

洋風漆器の開発事業洋風漆器の開発事業洋風漆器の開発事業洋風漆器の開発事業

事業概要（新たな活用の視点）事業概要（新たな活用の視点）事業概要（新たな活用の視点）事業概要（新たな活用の視点）

漆器産地は全国的に衰退傾向にあり、木曽漆器も例に漏れること

はなく、生産高は木曽漆器工業協同組合全体で1992年の78億円か

ら2011年は27億円まで落ち込んでいる。

当社では平成8年長野県工業試験場（現工業技術総合センター）と

共同でガラスに漆を塗る技術を開発し、漆グラス「すいとうよ」として、

おもにワイングラスなどを商品化してきた。しかし、ワイングラス中心

の「すいとうよ」では用途に限りがあり市場が狭い。本事業ではテーブ

３類型３類型３類型３類型 鉱工業品 通巻番号通巻番号通巻番号通巻番号 ３－２３－１７８

地域資源名地域資源名地域資源名地域資源名 木曽漆器 認定日認定日認定日認定日 平成２４年２月３日

地地地地 域域域域 長野県塩尻市 所管省庁所管省庁所管省庁所管省庁 経済産業省

所在地：長野県塩尻市大字木曽平沢１８１７－１

Ｈ Ｐ：http://www13.plala.or.jp/suitouyo/

会社名：有限会社丸嘉小坂漆器店

連絡先：ＴＥＬ：０２６４－３４－２２４５

ＦＡＸ：０２６４－３４－３２４３

【鉢・試作品】

ルウェアとしての広い範囲で市場拡大を図り、食洗機や業務用での

使用に耐えられる技術を開発し、今までにないニーズに対応した新し

いガラス漆器の製品化を目指す。木曽漆器の技術を生かすことで耐

久性に優れたガラス漆器を生み出すことができる。

売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）売れる商品づくり（競争力、市場性、販路）

◆競争力

素地をガラスにすることで、フォークやスプーンなどの使用が可能

で、従来の漆器製品にはない新しい要素を生み出す。また食洗機や

業務使用に対応することで、同類製品との差別化を図る。

◆市場性

素材や形状、耐久性等の新しい要素を漆器に加えることで、漆器

市場だけでなく、テーブルウェア全体に市場拡大を図る。

◆販路

現在チャンネルのある各地域の有名デパートでの販売をはじめ、

地元漆器問屋を通してホテル・旅館・レストラン等への販売も積極的

に行っていく。

地域資源における関係事業者との連携地域資源における関係事業者との連携地域資源における関係事業者との連携地域資源における関係事業者との連携

木曽漆器工業協同組合・木曽地域地場産業振興センターと連携して、協力工場の確保や

販売店の開拓を行うことで、地元業者と密接に関わり、当地域産業の新たな起爆剤となるこ

とを目指す。また、技術開発面では長野県工業技術センター、デザイン面では地域資源製

品開発支援センターの協力のもと進めていく。

【グラス】

【グラス底の加飾】


